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実施・運営
方法

参加者保険料

　各小学校に地域コーディネーター・安全管理指導員を配置し、学校・地域との連携をと
りながら放課後の事業を実施する。
（H20年度から始まった事業：国・県各1／3の補助事業）
  地域コーディネーター　869回、2,607千円（16校のコディネーターの活動に伴う謝礼　1
回3,000円）
  安全管理指導員謝礼5,100千円（16校の安全管理指導員の活動に伴う謝礼　1時間
1,000円）

職員は下記の事務を行う。
・教室毎に参加者保護者説明会を開催し、市の職員事業の概要や注意事項等の説明を
行った。
・各教室の情報交換と指導員の研修を２回開催した。
・各教室を年2回程度巡回し、教室の運営方法の把握や指導員からの情報収集を行っ
た。
・全体として円滑に運営できるよう推進会議を2回開催した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　地域住民の協力を得て、小学校施設を活用し、放課後の子どもたちに学ぶ・体験する・
交流活動を行ってもらう。
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一般会計

地域住民組織

2,6822,414 2,682

Ｈ22決算額

16,118

321

11,636

0.00

対前年比

生涯学習課

青少年育成係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　平成20年度から始まった国に事業であり事業を廃止すれば、児童クラブに参加できな
い児童の安全で、安心な放課後の居場所がなくなるとともに、子どもの体験活動や地域
社会との関わりによる交流の機会が失われる。
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今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　放課後子ども教室の課題等を、放課後子ども教室推進協議会で検討したり、各教室の
安全管理指導員との情報交換などをしたりして、問題を解決し円滑な運営ができるよう
支援していく。

　市内の小学校に通う児童を対象とした、放課後の居場所づくりとしても効果的な事業
であり、地域の方の参画により、特に大きな問題点もなく実施されている。また、参加者
にも好評であるため、現状維持と判定した。

学校地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

安全管理指導員数

事業目的の
達成状況

 安全管理指導員として登録される市民が毎年増えており、地域の方の協力により、地
域の子どもを地域で育てるという「地域力」の向上につながっている。また、放課後子ど
も教室の参加者もリピーターが多く、参加するのに定員を超えてしまうため、抽選をおこ
なっている教室も多い。
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